
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 C-14 講座名

記載日 2018/11/7 団体名・企業名

・「たのしかった」「おもしろかった」
・「日頃体験できない体験ができた。稲作の大変さを知ることができた」
・「良い経験になりました」
・「ヒエとイネのちがいがわかるようになった」
・「生き物を見つけることができた」
・除草は、「きつい」「へとへと」という声をきくことができました。除草剤を使わずに稲作
を行うことの大変さ、昔の農家の苦労がわかったという声をいただきました。

＜写真添付スペース（1〜2点）＞

写真１ 写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

なごや環境大学共育講座で、自然環境や生き物について学びながら農作業を行ってもらう講座
にし、多くの方に参加していただきました。ほぼ手作業のため毎回の作業が大変で、昔の農家
さんの苦労をわかっていただけたのではないかと思います。お子さんの参加者もはじめは泥に
足を入れて気持ち悪いと言っても、すぐに慣れて、田植えや草取りのスピードが上がっていく
ことが頼もしく、うれしく思いました。今年は天候不順でお米の出来は良くなかったですが、
ケガもなく無事に、自分たちが作ったお米を持ち帰っていただくことができました。

事業実績報告書

田んぼ体験しよう!～昔ながらの農具を使って～
戸田川緑地管理センター

〈講座全体の概要〉(300字程度)

名古屋市にある「農業文化園・戸田川緑地」の体験水田で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀ま
でをなつかしい農具を使い、昔ながらのやり方で農作業を行いました。除草剤等を使用しない
ため、様々な生き物が生息できる環境です。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

4月30日農業文化園・戸田川緑地体験水田
にて
田植え

9月27日農業文化園・戸田川緑地体験水田にて
稲刈り

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

様式２
(2018年度)
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